


まえがき

 

同じように見える家々の窓の灯り。

その中の暮らしがひとつひとつ違うように

クリスマスもさまざま。

１０の物語…と言っては大げさですが、

１０首の全く違う雰囲気のクリスマスの歌を

ひとつの本にまとめました。

読んでいただく方が、それぞれに空想を

膨らませ、歌の主人公たちの気持ちや状況に

少しだけ共感していただけた時、もしかしたら

そこから物語が歩き出していくかもしれません。
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あとがき

DEAR…

こんな小さな本を

読んで下さったあなたへ。

毎年、クリスマスの頃になると

ああ、もう今年も暮れてしまう…と

年末のやらねばならないあれこれを

何ひとつやっていない自分にいらだちを

覚えつつも、とにかく一年なんとか無事に

終われそうなことに、心でそっと感謝します。

クリスマスって、近年私にとっては特別なイベント

でもなんでもなくて、そんな風に、あたり前の毎日を

積み重ねられたことへ感謝する日になっているのです。

あたり前の毎日にも、沢山の人との色々なふれあいがあり

ました。１人では得られなかった想いが、また少し増えました。

ありがとう。

メリークリスマス！

 

メリークリスマス
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